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昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
、
解
剖
学
者
の
足
立
文
太
郎
（
慶
應
元

年
ｌ
昭
和
二
○
年
）
は
、
日
本
人
の
動
脈
系
の
研
究
を
大
著
《
《
□
閉

鈩
吋
５
国
①
易
厨
司
日
号
崗
旨
冨
口
臼
〕
ゞ
（
京
都
帝
国
大
学
）
に
ま
と
め

て
出
版
し
、
国
内
の
み
な
ら
ず
欧
州
諸
国
の
大
学
医
学
部
へ
謹
上

し
た
。
続
い
て
日
本
人
の
静
脈
系
の
研
究
を
出
版
、
死
後
、
助
手

に
よ
っ
て
リ
ン
パ
系
の
研
究
が
出
版
さ
れ
た
結
果
、
足
立
文
太
郎

は
脈
管
系
の
分
野
に
お
い
て
広
く
知
ら
れ
、
現
代
も
な
お
引
用
さ

れ
る
存
在
と
な
っ
た
。
本
稿
は
国
内
よ
り
も
む
し
ろ
欧
米
の
研
究

者
に
高
名
と
も
い
え
る
人
類
解
剖
学
者
《
《
津
島
ｏ
臣
》
》
の
経
歴
を
辿

り
、
ご
息
女
で
あ
る
井
上
ふ
み
氏
（
故
井
上
靖
夫
人
）
か
ら
う
か
が

っ
た
人
物
像
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
そ
の
業
績
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

足
立
文
太
郎
は
慶
應
元
年
、
静
岡
県
に
生
ま
れ
、
明
治
二
七
年

東
京
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
た
。
翌
年
、
第
三
高
等
中
学
（
岡

弱
足
立
文
太
郎
の
ひ
と
と
業
績
に
つ
い
て

ｊｌ
ｏ
本
宮
か
を
る

ｊ２

オ
ル
リ
ー
・
レ
ジ
ス

山
県
）
へ
赴
任
、
明
治
三
二
年
ド
イ
ツ
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学

（
現
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
）
で
解
剖
人
類
学
者
Ｇ
・
シ
ュ
ワ

ル
ヴ
ェ
に
学
ぶ
。
足
立
は
経
費
を
節
約
し
て
留
学
期
間
を
の
ば

し
、
欧
州
各
地
の
大
学
に
出
向
い
た
。
そ
の
た
め
明
治
三
三
年
に

京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
四
年

後
に
帰
国
し
て
教
授
に
就
任
し
た
。
大
正
一
○
年
に
京
都
帝
国
大

学
医
科
大
学
学
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
正
一
四
年
に
定
年
退
官
後
、

昭
和
二
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
大
阪
高
等
医
学
専
門
学
校
初
代
校

長
に
就
任
。
昭
和
三
年
「
日
本
人
の
体
質
の
研
究
」
（
岡
書
房
）
と

前
出
《
ご
儲
シ
吋
蔚
風
呂
里
の
扇
日
Ｑ
閏
苛
９
国
閏
ゞ
ゞ
（
京
都
帝
国
大
学
）

を
出
版
、
後
者
で
帝
国
学
士
院
恩
賜
賞
受
賞
。
昭
和
一
五
年
己
画
の

ぐ
ｇ
ｇ
亀
の
扁
目
号
こ
國
冒
二
国
・
ゞ
（
同
）
出
版
。
そ
の
間
、
日
本
人

の
胸
部
リ
ン
パ
管
系
己
閏
ロ
月
日
呉
ｇ
３
ｇ
２
の
号
禺
旨
冒
ご
閏

の
研
究
を
ま
と
め
た
が
出
版
を
待
た
ず
昭
和
二
○
年
、
脳
溢
血
で

没
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
は
助
手
・
木
原
卓
三
郎
に
継
が
れ
て
、

深
部
リ
ン
パ
管
系
の
部
晨
弓
話
討
Ｆ
昌
日
冒
鴨
箇
画
号
叶
旨
冨
ロ
閏
葛

が
完
成
し
、
一
九
五
三
年
に
出
版
さ
れ
た
。

足
立
の
研
究
は
、
解
剖
学
、
特
に
日
本
人
の
血
管
解
剖
学
に
集

約
さ
れ
る
。
実
際
に
前
出
の
脈
管
系
三
部
作
は
、
現
在
古
書
店
で
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ま
た
足
立
は
、
人
類
学
に
心
を
潜
め
軟
部
人
類
学
を
唱
導
し
た
。

論
文
集
「
日
本
人
の
体
質
の
研
究
」
は
、
岡
山
時
代
の
研
究
材
料

に
よ
る
論
文
が
多
く
を
占
め
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
研
究
対
象
は

骨
部
に
移
行
し
、
留
学
時
代
は
各
民
族
の
骨
格
標
本
を
計
測
し
て

デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
た
。
人
種
解
剖
学
は
、
一
九
一
二
年
ロ
ー

ト
が
「
今
ま
で
の
解
剖
学
は
欧
州
人
の
も
の
で
、
全
人
類
の
も
の

あ
っ
た
。
」

見
て
も
目
を
引
く
大
著
で
あ
る
。
《
己
四
の
シ
Ｈ
扁
国
①
国
望
の
蔚
日
号
民

意
冒
邑
閏
一
》
は
約
三
九
Ｃ
ｍ
×
二
八
Ｃ
ｍ
の
赤
い
ハ
ー
ド
カ
バ
ー

で
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
、
第
一
報
告
か
ら
三
○
年
を
経
た
労
作

で
あ
る
。
解
剖
所
見
の
デ
ー
タ
量
で
圧
倒
し
、
当
時
寄
贈
を
受
け

た
者
も
賛
を
惜
し
ま
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
人
類
学
者
国
口
乏
煙
ａ

Ｆ
ｏ
ｇ
に
は
「
光
は
再
び
東
洋
よ
り
」
と
い
わ
し
め
た
。
立
派
な
本

を
見
て
「
日
本
に
は
シ
ｓ
ｏ
亘
と
い
う
富
豪
が
い
る
」
と
い
わ
れ
た

が
、
実
際
の
足
立
は
清
貧
の
人
で
あ
っ
た
。
「
日
本
人
の
体
質
の
研

究
」
に
清
野
博
士
が
寄
せ
た
文
章
に
以
下
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。

「
十
年
一
日
の
如
く
着
古
さ
れ
た
古
洋
服
と
古
帽
子
に
下
駄
履
き

で
肩
か
ら
小
学
校
生
徒
の
使
用
す
る
ズ
ッ
ク
製
カ
バ
ン
を
下
げ

て
、
大
学
へ
来
ら
れ
る
姿
は
大
学
教
授
で
な
く
て
、
正
に
小
使
で

で
は
な
か
っ
た
」
と
書
い
た
よ
う
に
、
当
時
必
要
と
さ
れ
た
学
問

で
あ
っ
た
。
足
立
は
蒙
古
斑
や
体
臭
も
調
査
し
、
当
時
原
始
的
ま

た
進
化
的
と
さ
れ
た
身
体
的
特
徴
に
お
い
て
人
種
間
の
優
劣
は
な

い
と
い
う
結
論
を
導
い
た
。

自
ら
を
「
老
い
た
る
研
究
生
」
と
よ
び
退
官
後
も
研
究
を
続
け

た
足
立
は
、
脳
溢
血
で
死
に
倒
れ
た
時
も
自
宅
で
机
に
向
か
っ
て

い
た
と
い
う
。
終
戦
の
年
四
月
一
日
で
あ
っ
た
。
京
都
法
然
院
に

墓
所
が
あ
る
。
ま
た
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
湯
河
原
小
学
校
に

「
懸
命
不
動
」
と
か
か
れ
た
碑
が
、
校
長
を
務
め
た
大
阪
医
專
（
現

大
阪
医
科
大
学
）
に
胸
像
が
あ
る
。

Ｄ
Ｐ
ざ
巴
○
百
蔚
昌
胃
旨
ご
巴
冒
呂
冒
房

助
ご
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ぐ
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目
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日
厨


